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感性を交わす「ディスプレーボックス」（芸術文化学部）
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　この学生作品は、芸術文化学部全教員（54名）の研究室前壁面に取り付け、通りかかる

学生とのコミュニケーションを図るために制作した箱です。正面のアクリル板を上方に

スライドさせ、心動かされた小物等を入れることができます。また、背板の合板には薄い

ブリキ板が積層されていて、マグネットで写真やDM等を止めることもできます。

　平成18年のクリスマスには、「ささやかな幸せ」をテーマとして各教員が思い思いのも

のをディスプレーし、TUMAMA-HALLにて「ボックスアート展」を開催しました。この企

画に合わせて制作した会場中央の巨大リース、イルミネーションデザインは文化マネジメ

ントの学生の手によるものでした。この企画は今後も継続していく予定です。（小松 研治）

　今号で特集した「産学連携」と「留学」は、大学と企業、日本と海外という「壁」を飛び越えて可能性を実現できる貴重なチャンス、

という点でよく似ています。しかし、選択肢が多様であるほど、また選択に自由が許されているほどに、自分が最も必要とする仲間

や場所を見いだすことは容易ではなく、自由の中で「迷い」ばかりが深まることもあるでしょう。

　県内３大学の統合により、新しい富山大学は日本海側地域でも有数の、多様な研究者・教育研究分野を有する大学になりました。

また、富山大学と研究者や学生の交流により結びついている海外の大学・研究機関等も、すでに世界中へと広がっています。このよ

うに、日々広がる可能性を大学の内外にわかりやすく示し、多くの皆様に存分に「迷える自由」を味わっていただけるようにするこ

とも、今後の大学広報における重要な使命のひとつかも知れません。

　顧みれば、新しい富山大学とともに誕生した Tom's Press の最初の１年間もまた「迷える自由」に満ちたものでした。語り尽く

せぬ多様な魅力をどう伝えればよいのか、その迷いと試行錯誤の中で度々刊行が遅れ皆さんをお待たせしましたことは、ひとえに

主査である私の責任によるものです。この場を借りて深くお詫び申し上げます。

　これからも Tom's Press が大学の中や外にある「壁」を越え、人と人、「知りたい」と「伝えたい」を結びつける広報誌でありつづ

けるためには、読者の皆様からお寄せいただくご意見・ご要望が何よりの手がかりです。ほんの一言のご感想でも、どうか遠慮なく

広報室までお知らせください。一同、心よりお待ち申し上げております！　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　（林 夏生）

＊樹種：ブナ、サイズ：W250×H250×D75（mm）、
  仕上げ：ウレタン塗装
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大
学
の
役
割
は
「
教
育
」
と
「
研
究
」
そ
し
て
第
三
の
柱
が
「
産
学
連
携
」
だ
。

昭
和
62
年（
1
9
8
7
）文
部
省（
現
 

文
部
科
学
省
）は
国
立
大
学
3
校
に

産
学
連
携
の
推
進
拠
点
と
な
る
地
域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
決
定
。

富
山
大
学
に
は
そ
の
1
校
と
し
て
全
国
の
大
学
に
先
駆
け
て
セ
ン
タ
ー
が
設
け
ら
れ
た
。

県
内
3
大
学
の
統
合
を
経
て
、さ
ら
に
豊
か
に
な
っ
た
知
的
資
源
を
ベ
ー
ス
に
、

富
山
大
学
は
産
学
連
携
の
多
彩
な
可
能
性
を
ひ
ら
き
続
け
て
い
る
。
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携
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産
学
連
携
の
推
進
拠
点
と
な
る
地
域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
決
定
。

富
山
大
学
に
は
そ
の
1
校
と
し
て
全
国
の
大
学
に
先
駆
け
て
セ
ン
タ
ー
が
設
け
ら
れ
た
。

県
内
3
大
学
の
統
合
を
経
て
、さ
ら
に
豊
か
に
な
っ
た
知
的
資
源
を
ベ
ー
ス
に
、

富
山
大
学
は
産
学
連
携
の
多
彩
な
可
能
性
を
ひ
ら
き
続
け
て
い
る
。

地
域
が
主
役
の

未
来
づ
く
り
を
支
え
る

”
知
の
集
団
“
。

巻
頭
特
集
●

ひ
ろ
が
る

連
携
の
可
能
性

これまで数々の産学連携を進めるなかで、必要

性と重要性が明らかになってきたのが社会人

の再教育だ。企業の開発や生産の現場では個

々の専門分野を超えて幅広い知識が求められ、

一方で専門性を支える基礎的知識がぜい弱な

技術者も少なくない。このような現状をふまえて

地共研・VBL・本学大学院が連携し、企業の

技術者を対象に“学び直し”講座を提供する。

今秋の開講へ向け、産業界や自治体などとも

連携して真にニーズに応えるカリキュラムづくり

を進めている。また今後は“学び直し”を修了し

た技術者を生かす、企業や社会の環境づくりも

必要になるだろう。いずれも主体は地域。本学

は連携を通して、さまざまな角度から“知の集団”

として地域の前進を支え続けていく。

ひろがる 連携の可能性産
学巻頭特集●

社会人の“学び直し”を
支援する連携が本格化

●共同研究及び受託研究契約の締結実績

ビジネスプランを発表する学生

TOPIC！

地域共同研究センター 副センター長

城石 昭弘

地域共同研究センター長
ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー長

升方 勝己

富山大学ベンチャービジネスラボラトリー
〒930-8555 富山市五福3190番地
TEL 076-445-6109  FAX 076-445-6939
E-mail:vbl-www@toyama-u.ac.jp
URL:http://www.vbl.u-toyama.ac.jp

富山大学 地域共同研究センター
〒930-8555 富山市五福3190番地
TEL 076-445-6938  FAX 076-445-6939
E-mail：sangyou@adm.u-toyama.ac.jp
URL:http://www.ccr.u-toyama.ac.jp/

地
域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー

ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー

産

学

域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー（
以
下
　

地
共
研
）

は
本
学
全
体
の
産
学
連
携
の
窓
口
と

し
て「
技
術
振
興
支
援
」「
産
学
官
交
流
」「
人

材
育
成
支
援
」の
３
分
野
を
中
心
に
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　
技
術
振
興
支
援
事
業
で
は
、企
業
と
の「
共

同
研
究
・
受
託
研
究
」に
精
力
的
に
取
り
組
み
、

契
約
件
数
は
着
実
に
増
加
し
て
い
る
。
充
実

し
た
研
究
資
金
を
ベ
ー
ス
に
、優
れ
た
成
果
を

生
み
、さ
ら
な
る
研
究
の
広
が
り
へ
…
…
こ
う

し
た

”知
の
創
造
サ
イ
ク
ル

“の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
は
地
共
研
の
基
本
的
な
役
割
だ
。こ
の
ほ
か

本
学
教
員
が
県
内
市
町
村
に
出
向
い
て
技
術

相
談
に
応
え
る
「
サ
テ
ラ
イ
ト
技
術
相
談
オ
フ

ィ
ス
」
を
実
施
。
ま
た
産
学
官
・
異
業
種
の
研

究
者
や
技
術
者
が
情
報
交
換
す
る
「
技
術
研

究
部
会
」
を
支
援
し
て
い
る
。
さ
ら
に
今
年
は

Ｔ
Ｌ
Ｏ（
富
山
大
学
技
術
移
転
機
構
）を
設
立

し
、研
究
個
々
の
管
理
や
活
用
な
ど
知
的
財

産
の
本
格
的
な
運
用
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。

地
共
研
は
Ｔ
Ｌ
Ｏ
と
一
体
と
な
り
、従
来
の「
技

術
移
転
」
業
務
を
よ
り
広
い
視
野
で
見
つ
め
直

し
、戦
略
的
な
産
学
連
携
の
新
た
な
仕
組
み

づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
産
学
官
交
流
事
業
で
は
、本
学
が
保
有
す

る
主
要
な
知
的
財
産
を
産
業
界
に
公
開
す
る
、

い
わ
ば

”知
的
財
産
の
棚
卸
し

“
と
し
て「
リ
エ

ゾ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
毎
年
７
月
７
日（
今
年

は
週
末
と
重
な
っ
た
た
め
４
日
）に
開
催
し
て

い
る
。
毎
年

１１
月

１１
日
に
は
、県
内
の
高
等
教

育
機
関
や
産
業
界
、自
治
体
の
研
究
者
・
技
術

者
が
一
堂
に
会
す
る「
と
や
ま
産
学
官
交
流
会
」

を
富
山
県
立
大
学
と
と
も
に
主
催
。
ま
た
隔

月
に
１
回
、経
営
者

や
企
業
の
技
術
者

と
膝
を
交
え
て
意

見
交
換
す
る
「
イ
ブ

ニ
ン
グ
技
術
交
流
サ
ロ
ン
」
も
好
評
だ
。

　
人
材
育
成
支
援
事
業
で
は
、「
基
盤
技
術
研

修
」に
加
え
て
、昨
年
か
ら
Ｍ
Ｏ
Ｔ（M

anagem
ent 

of T
echnology

）講
座
を
開
設
。
経
営
と
技

術
管
理
、新
規
事
業
の
立
ち
上
げ
、法
規
制
な

ど
実
践
的
な
内
容
で
注
目
さ
れ
て
い
る
。

と
も
に
テ
ー
マ
を
見
つ
け
る
こ
と
か
ら

こ
れ
ま
で
産
学
連
携
は
、大
学
の
シ
ー
ズ

と
企
業
の
ニ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
と
、と
ら

え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
私
は
連
携
の

原
点
は
、産
業
界
と
大
学
が
共
通
の
情
報
に

基
づ
い
て
、真
に
解
決
す
べ
き
テ
ー
マ
を
と
も

に
見
つ
け
る
こ
と
に
あ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

悩
み
は
あ
る
が
テ
ー
マ
を
明
解
に
で
き
な
い

ま
ま
大
学
を
訪
ね
る
企
業
も
受
け
入
れ
て
、

両
者
で
テ
ー
マ
を
見
い
出
し
て
い
く
こ
と
か
ら

連
携
を
進
め
る
こ
と
が
肝
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

学
の
産
学
連
携
の
も
う
ひ
と
つ
の
中
核

が
、ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ラ
ボ
ラ
ト
リ

ー（
以
下
 

Ｖ
Ｂ
Ｌ
）だ
。
新
た
な
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
の
創
出
に
つ
な
が
る
技
術
シ
ー
ズ
の
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
一
方
で
、ベ
ン
チ
ャ
ー
マ
イ

ン
ド
に
富
ん
だ
人
材
を
育
て
る
教
育
機
関
で

も
あ
る
。

　
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、現
在
〈
環
境
調
和

型
生
体
・
化
学
物
質
の
創
製
と
応
用
〉〈
超
高

速
情
報
伝
達
デ
バ
イ
ス
の
創
製
と
応
用
〉〈
極

限
環
境
条
件
下
の
物
性
解
明
と
新
素
材
の
創

製
・
加
工
並
び
に
評
価
〉
の
３
領
域
で
、２１
の
テ

ー
マ
を
め
ぐ
り
展
開
さ
れ
て
い
る
。
新
産
業
や

新
企
業
を
生
み
出
す
技
術
シ
ー
ズ
の
広
範
囲

に
わ
た
る
研
究
成
果
は
、年
１
回
実
施
さ
れ
る

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
成
果
報
告
会
」
で
、ベ
ン

チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
心
の
高
い
県
内
外
の
企

業
関
係
者
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　
教
育
活
動
で
は
、学
生
や
若
手
研
究
者
か

ら
新
ビ
ジ
ネ
ス
の
プ
ラ
ン
を
募
り
「
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施
。
学
内
外
の
第
一
人

者
で
あ
る
審
査
員
が
厳
し
く
審
査
し
優
秀
な

プ
ラ
ン
を
表
彰
し
て
い
る
。コ
ン
テ
ス
ト
が
発
端

と
な
り
、今
年
２
月
に
は
客
員
教
授
と
学
生

が
Ｉ
Ｔ
系
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
〈
富
大
生
ｅ
サ
ー
ビ

ス
〉
を
設
立
し
た
。こ
の
ほ
か
科
学
技
術
者
に

欠
か
せ
な
い
創
造
性
開
発
、新
商
品
開
発
な

ど
の
講
座
を
設
け
、起
業
家
精
神
と
実
践
力

を
も
つ
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
マ
イ
ン
ド
を
育
む

Ｖ
Ｂ
Ｌ
は
先
端
的
な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
推
進
と
と
も
に
、ベ
ン
チ
ャ
ー
マ
イ
ン

ド
を
も
つ
創
造
的
な
人
材
育
成
を
使
命
と
し

て
い
ま
す
。
そ
の
成
果
の
ひ
と
つ
と
し
て
今
年

は
学
生
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
優
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
に
は
資
金
面

か
ら
も
支
援
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
む
ろ

ん
会
社
設
立
に
至
ら
な
く
て
も
、学
生
が
起

業
家
精
神
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
、講
義

や
コ
ン
テ
ス
ト
を
は
じ
め
多
様
な
事
業
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

本

地

＊旧富山大学、旧富山医科薬科大学及び旧高岡短期大学合算

とやま産学官交流会

Toms Press VOL.5
,

Toms Press VOL.5
,

ＭＯＴ講座

リエゾン
フェスティバル

研究成果報告会
ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー

地域共同研究センター
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注
目
の
産
学
連
携

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ア
ル
ミ
と
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
、
光
触
媒
、
超
伝
導
…

夢
は
夢
で
な
く
な
る
瞬
間
か
ら
が
お
も
し
ろ
い
。

マ
イ
ク
ロ
ア
レ
イ
チ
ッ
プ
を
用
い
た
細
胞
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
開
発

目
に
は
見
え
な
い
ミ
ク
ロ
ン
の
世
界
か
ら
、

可
能
性
を
秘
め
た
ひ
と
つ
の
細
胞
を
取
り
出
す
。

大
学
院
理
工
学
研
究
部
 

ナ
ノ
新
機
能
材
料
学
域
 

教
授
　
池
野
　
進

大
学
院
理
工
学
研
究
部
 

生
命
・
情
報
・
シ
ス
テ
ム
学
域
 

教
授
　
鈴
木
 

正
康

山
県
の
一
大
産
業
で
あ
る
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

産
業
。
そ
も
そ
も
本
学
工
学
部
の
金

属
工
学
科
は
、企
業
と
と
も
に
ア
ル
ミ
の
研
究

に
取
り
組
み
、産
業
と
し
て
地
元
に
根
づ
か
せ

発
展
さ
せ
る
た
め
に
開
設
さ
れ
た
、い
わ
ば
産

学
連
携
の
元
祖
的
な
学
科
だ
。
そ
の
歩
み
は

今
に
受
け
継
が
れ
、池
野
研
究
室
で
は
多
様

な
材
料
研
究
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
か
ね
て
よ
り
池
野
教
授
は
ア
ル
ミ
と
セ
ラ
ミ

ッ
ク
ス
を
複
合
し
て
世
界
最
高
強
度
の
材
料

の
開
発
を
進
め
て
い
た
が
、さ
ら
に
異
な
る
機

能
を
持
た
せ
よ
う
と
、松
田
准
教
授
と
と
も

に
”光

触
媒
ア
ル
ミ
材

“を
つ
く
り
出
し
た
。「
通

常
は
酸
化
チ
タ
ン
を
表
面
加
工
し
ま
す
が
、

私
た
ち
は
酸
化
チ
タ
ン
粒
子
を
ア
ル
ミ
に
均
一

に
混
ぜ
込
ん
だ
。こ
れ
な
ら
表
面
が
傷
つ
い
て

も
光
触
媒
機
能
は
保
た
れ
続
け
ま
す
」
。ア
ル

ミ
は
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
と
一
体
に
な
り
強
度
を
増

し
、一
方
も
ろ
い
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
は
ア
ル
ミ
の
お
か

げ
で
粘
り
を
持
ち
、さ
ら
に
酸
化
チ
タ
ン
が
プ

ラ
ス
さ
れ
て
光
触
媒
機
能
を
発
揮
す
る
…
単

な
る

”複
合

“に
は
と
ど
ま
ら
な
い
こ
の
材
料

を
、池
野
教
授
は

”多
機
能
複
合
材
料

“と
呼

ぶ
。

　
次
に
着
手
し
た
の
は
ア
ル
ミ
と
超
伝
導
の

組
み
合
わ
せ
。

”超
伝
導
ア
ル
ミ

“を
線
材
に
で

き
れ
ば
、医
療
機
器
向
け
な
ど
大
き
な
市
場

が
広
が
っ
て
い
る
。「
と
こ
ろ
が
こ
れ
が
難
し
く

て
…
」
と
振
り
返
っ
て
苦
笑
い
。
苦
心
の
末
に

Ｍ
ｇ
Ｂ
２（
２
ホ
ウ
化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
）粒
子
を

用
い
る
こ
と
で
、超
伝
導
性
の
あ
る
ア
ル
ミ
を

直
径
１
セ
ン
チ
ほ
ど
の
棒
状
に
ま
で
で
き
た
。

「
も
う
限
界
か
…
と
い
う
と
こ
ろ
で
起
き
る

ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
が
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
に
な
る
。

こ
れ
は
夢
じ
ゃ
な
い
、で
き
る
！
と
思
え
た
瞬

間
か
ら
、開
発
は
め
ざ
ま
し
く
加
速
す
る
も

の
」
と
実
感
を
こ
め
て
い
う
。
現
在
、線
材
は

直
径
１
ミ
リ
ま
で
た
ど
り
着
い
て
お
り
、さ
ら

に
ミ
ク
ロ
ン
単
位
の
直
径
に
な
れ
ば
、核
融
合

発
電
炉
の
超
伝
導
コ
イ
ル
と
し
て
の
利
用
な

ど
が
可
能
に
な
る
。
超
伝
導
ア
ル
ミ
を
髪
の
毛

の
よ
う
な
細
く
強
く
し
な
や
か
な
線
材
へ
、さ

ら
な
る
夢
へ
と
も
に
進
む
企
業
の
登
場
が
待

た
れ
て
い
る
。

富文
部
科
学
省
知
的
ク
ラ
ス
タ
ー
創
成
事

業
と
し
て
推
進
さ
れ
て
い
る
「
と
や
ま

医
薬
バ
イ
オ
ク
ラ
ス
タ
ー
」
。
抗
体
医
薬
品
開

発
や
免
疫
機
能
診
断
な
ど
を
め
ざ
す
産
学
官

共
同
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
始
動
当
初
か
ら
、

鈴
木
教
授
は
マ
イ
ク
ロ
ア
レ
イ
チ
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

の
開
発
と
応
用
技
術
研
究
に
携
わ
っ
て
き
た
。

な
か
で
も
抗
体
医
薬
品
開
発
に
は
マ
イ
ク
ロ
ア

レ
イ
チ
ッ
プ
を
用
い
た
特
異
的
な
リ
ン
パ
球
の

検
出
・
回
収
技
術
が
重
要
で
、平
成

１６
年
度
か

ら
２
年
間
は
経
済
産
業
省
地
域
新
生
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
事
業
と
し
て
も
単
一
細
胞
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
と
実
用
化
に
取
り
組

む
こ
と
に
な
っ
た
。

　
血
液
中
の
リ
ン
パ
球
が
ち
ょ
う
ど
１
個
入
る

直
径

１０
ミ
ク
ロ
ン
の
ウ
ェ
ル（
穴
）が
数
十
万
個

並
ん
だ
マ
イ
ク
ロ
ア
レ
イ
チ
ッ
プ
チ
ッ
プ
か
ら
細

胞
を
１
個
と
っ
て
く
る
…
「
そ
ん
な
こ
と
で
き

る
の
か
と
、大
学
も
企
業
も
半
信
半
疑
で

し
た
」
と
振
り
返
る
。
通
常
は
顕
微
鏡
を

の
ぞ
き
な
が
ら
ガ
ラ
ス
の
細
い
管
で
採
取

す
る
。
非
常
に
難
し
い
手
作
業
で
時
間
も

か
か
る
が
、機
械
的
に
効
率
化
し
よ
う
と

す
る
と
高
速
移
動
の
振
動
で
ガ
ラ
ス
管
が

振
れ
た
り
、チ
ッ
プ
と
の
衝
突
で
破
損
し
て

し
ま
う
。
そ
こ
で
金
属
で
ノ
ズ
ル
を
作
ろ

う
と
し
た
が
、ミ
ク
ロ
ン
単
位
の
細
さ
で
は

金
属
箔
の
よ
う
な
薄
さ
に
な
り
弱
い
も
の

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
試
行

錯
誤
を
経
て
巡
り
会
っ
た
セ
ラ
ミ
ッ
ク
を

用
い
る
こ
と
で
、よ
う
や
く
細
さ
と
強
さ
の

両
条
件
を
満
た
す
ノ
ズ
ル
が
で
き
た
。

　
ミ
ク
ロ
ン
レ
ベ
ル
で
の
正
確
な
ノ
ズ
ル
移

動
に
は
、連
携
す
る
ス
ギ
ノ
マ
シ
ン
の
高
度

な
位
置
決
め
機
構
技
術
を
駆
使
。「
こ
の

高
精
度
で
ウ
ェ
ル
内
の
細
胞
を
上
方
向
か

ら
回
収
す
る
シ
ス
テ
ム
は
世
界
初
だ
と
思
い
ま

す
。
今
後
は
用
途
の
開
拓
も
大
き
な
テ
ー
マ
」

と
と
ら
え
て
い
る
。
実
用
化
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム

を
だ
れ
も
が
・
ど
こ
で
も
使
え
る
よ
う
、ま
た

細
胞
の
回
収
に
限
ら
ず
活
用
で
き
る
よ
う
、

顕
微
鏡
に
取
り
付
け
ら
れ
る
小
型
タ
イ
プ
も

開
発
し
た
。
そ
の
展
示
会
で
の
デ
ビ
ュ
ー
は
ま

も
な
く
だ
。
ど
ん
な
反
応
が
返
る
か
？
そ
こ
か

ら
ま
た
、さ
ら
な
る
試
行
錯
誤
が
始
ま
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

Toms Press VOL.5
,

Toms Press VOL.5
,

リンパ球
1cell/well

●マイクロアレイチップを用いる
　抗原特異的Bリンパ球の検出

分配 抗原（薬剤）刺激

抗体医薬
テーラーメイド医療

遺伝子解析

検出

検出器

回収

一本筋の通った研究室でありたい

「産学連携は、時流にとらわれ過ぎないことも重要だと考

えています。まずは世界に冠たる研究と研究者ありき。私

の研究室の根幹は“材料”の本質を極めることにあり、社

会にインパクトを与える開発にも取り組みますが、材料の

組織的研究という本筋を一本通したい。いわば大学らし

い基本的な研究をたゆまず続けることが、結局は産業の

未来にも大きなメリットをもたらすのではないでしょうか」

あきらめるわけにはいかない

「１０ミクロンという何も見えない世界での研究は本当

にストレスが大きかった。通常ならあきらめかねない困

難なテーマでした（苦笑）。しかし「とやま医薬バイオ

クラスター」の事業推進のため不可欠な技術である

以上、あきらめることは許されません。コンソーシアム

事業期間の最後の３か月余りは、大学も企業も研究

者がそれぞれのこだわりと熱意でがんばりぬきました。

お互いにいろいろな面で多くのことを学べたと思います」

プロジェクトこぼれ話

0102
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
多
機
能
複
合
材
料
開
発

ひろがる 連携の可能性産
学巻頭特集●

超伝導アルミ線材の進捗
※3mm径線材への押出しに成功



プロジェクトこぼれ話

プロジェクトこぼれ話
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も
っ
と
外
国
人
旅
行
者
に
や
さ
し
い
国
へ
、

手
の
ひ
ら
の
ケ
ー
タ
イ
か
ら
日
本
が
変
わ
る
。

超
軽
量
・
薄
型
・
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
有
機
電
子
デ
バ
イ
ス
技
術

世
界
中
が
先
駆
け
を
ね
ら
う
有
機
デ
バ
イ
ス
技
術
。

独
走
す
る
に
は
、
独
創
が
い
る
。

大
学
院
理
工
学
研
究
部
 

生
命
・
情
報
・
シ
ス
テ
ム
学
域
 

教
授
　
唐
　
政

ひろがる 連携の可能性産
学巻頭特集●

大
学
院
理
工
学
研
究
部
 

ナ
ノ・
新
機
能
材
料
学
域
 

准
教
授
　
岡
田
 

裕
之

●IJP法による自己整合有機ＥＬデバイスの作製工程

ま発

（
川
口 

清
司
）

す
ま
す
国
際
化
が
進
む
日
本
。
と
は
い

え
私
た
ち
が
暮
ら
す
ま
ち
は
、本
当
に

世
界
に
開
か
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
？
　
現
在
、

外
国
か
ら
日
本
を
訪
れ
る
旅
行
者
は
約
５
０

０
万
人
。
ず
い
ぶ
ん
多
い
よ
う
に
思
え
る
が
、

そ
の
数
は
国
際
ラ
ン
キ
ン
グ
第

３５
位
。
日
本
に

は
、外
国
語
で
表
示
さ
れ
た
観
光
案
内
や
地

図
、看
板
、切
符
な
ど
は
ま
だ
ま
だ
少
な
く
、

外
国
人
観
光
客
は
一
人
歩
き
も
ま
ま
な
ら
な

い
。日
本
は
国
際
観
光
で
は
後
進
国
な
の
だ
。

　
そ
こ
で
外
国
人
旅
行
者
の
た
め
の
快
適
で

安
心
な
観
光
イ
ン
フ
ラ
を
整
え
よ
う
と
開
発

が
進
め
ら
れ
て
き
た
の
が
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
携
帯
電
話

を
使
っ
た
多
言
語
で
の
観
光
案
内
シ
ス
テ
ム
。

あ
ら
か
じ
め
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
お
け
ば
、検

索
開
始
の
ボ
タ
ン
ひ
と
つ
で
携
帯
電
話
に
現
地

の
観
光
情
報
が
得
ら
れ
る
。
ま
ず
は
日
本
語
、

英
語
、中
国
語
、韓
国
語
な
ど
か
ら
希
望
す
る

言
語
を
選
択
し
、見
ど
こ
ろ
や
ホ
テ
ル
、レ
ス
ト

ラ
ン
、交
通
な
ど
知
り
た
い
情
報
を
、文
字
・
画

像
・
音
声
・
映
像
な
ど
で
入
手
す
る
。
携
帯
画

面
の
地
図
に
自
分
の
位
置
を
表
示
さ
せ
た
り
、

目
的
地
へ
道
案
内
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
だ
。

　
記
憶
容
量
に
限
り
が
あ
る
携
帯
電
話
に
、

複
数
の
外
国
語
フ
ォ
ン
ト
を
搭
載
で
き
る
か
ど

う
か
の
カ
ギ
を
握
る
の
は
情
報
圧
縮
技
術
。

唐
教
授
は
膨
大
な
文
字
情
報
の
圧
縮
技
術
を

独
自
に
開
発
し
て
シ
ス
テ
ム
を
実
用
化
へ
と
前

進
さ
せ
た
。
実
は
唐
教
授
、人
間
の
脳
に
関
す

る
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
研
究
者
。「
脳
は
非
常

に
優
れ
た
情
報
圧
縮
能
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
圧
縮
方
法
を
今
回
の
シ
ス
テ
ム
開
発
に

応
用
し
ま
し
た
」
と
い
う
。
現
在
、同
時
通
訳

機
能
付
き
携
帯
電
話
の
開
発
も
進
行
中
だ
。

相
手
が
話
す
外
国
語
が
、日
本
語
に
翻
訳
さ

れ
て
聞
こ
え
る
…
…
夢
の
よ
う
な
携
帯
電
話

の
登
場
は
近
い
。「
携
帯
電
話
は
ま
だ
ま
だ
進

化
し
ま
す
」
と
自
信
と
確
信
を
も
っ
て
語
る

唐
教
授
。
想
像
を
超
え
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
変
え
る
新
し
い
機
能
を
備
え
た
携
帯
電
話

が
、そ
の
研
究
室
か
ら
続
々
と
生
ま
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。

光
す
る
有
機
デ
バ
イ
ス
の
研
究
開
発
が

本
格
化
し
た
の
は
１
９
８
０
年
代
後
半

の
こ
と
。
有
機
超
薄
膜
に
電
圧
を
か
け
発
光

さ
せ
る
技
術
は
、そ
の
大
き
な
可
能
性
が
注

目
さ
れ
精
力
的
に
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

日
本
は

９０
年
代
に
い
ち
早
く
実
用
化
を
成
し

遂
げ
、す
で
に
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
量
産
化

な
ど
も
始
ま
っ
て
い
る
。

　
現
在
、国
内
は
も
ち
ろ
ん
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
な
ど
世
界
各
国
で
大
学
や
企
業
が
研
究

開
発
を
進
め
て
お
り
「
今
後
は
、い
ろ
い
ろ
な

面
で
独
自
性
の
あ
る
技
術
を
打
ち
出
す
こ
と

が
重
要
で
す
」
と
岡
田
准
教
授
は
い
う
。
着
目

し
た
の
は
有
機
Ｅ
Ｌ
の
製
作
方
法
だ
。
従
来
の

よ
う
に
高
価
な
装
置
が
不
要
で
、微
細
な
パ
タ

ー
ン
も
容
易
に
形
成
で
き
る
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト

プ
リ
ン
ト
法
を
ブ
ラ
ザ
ー
工
業
と
共
同
開
発

し
た
。
透
明
な
電
極
付
き
ガ
ラ
ス
基
盤
に
絶

縁
膜
を
形
成
し
、イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
の
手
法
で

有
機
発
光
材
料
を
吐
出
。
発
光
材
の
溶
媒
が

絶
縁
膜
を
溶
か
し
、乾
燥
と
と
も
に
発
光
部

分
が
形
成
さ
れ
る
。

 
「
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
法
を
使
っ
た
製
品
群
や
、

さ
ま
ざ
ま
な
デ
バ
イ
ス
を
組
み
合
わ
せ
る
と
、

こ
れ
ま
で
の
も
の
と
は
一
線
を
画
す
新
鮮
で
お

も
し
ろ
い
も
の
が
つ
く
れ
ま
す
」
。
有
機
デ
バ
イ

ス
は
発
光
だ
け
で
な
く
、光
の
セ
ン
シ
ン
グ
や

発
電
機
能
を
持
た
せ
ら
れ
る
。い
ろ
い
ろ
な
基

本
的
機
能
を
複
合
化
・
集
積
化
し
て
、携
帯
電

話
な
ど
モ
バ
イ
ル
端
末
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
機

能
を
大
き
く
進
化
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
だ
。

ま
た
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
で
あ
る
メ
リ
ッ
ト
を
生
か

し
て
発
光
す
る
テ
ー
プ
や
ポ
ス
タ
ー
の
開
発
を

進
め
て
い
る
。
た
と
え
ば
発
光
す
る
テ
ー
プ
を

プ
ラ
イ
ス
タ
グ
に
し
て
注
目
度
を
高
め
れ
ば
販

売
促
進
に
つ
な
が
る
。
よ
り
大
き
な
サ
イ
ズ
の

発
光
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
製
作
す
る
た
め
の
プ
リ

ン
タ
ー
の
大
型
化
に
も
着
手
し
た
。

　
今
や
世
界
中
の
ラ
イ
バ
ル
が
研
究
に
し
の
ぎ

を
削
る
有
機
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術
。「
技
術

の
独
自
性
を
確
立
し
て
、世
界
で
の
競
争
力

を
高
め
た
い
」
と
、イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
法
を
は
じ

め
す
で
に

２０
件
以
上
の
周
辺
技
術
の
特
許
化

を
申
請
中
だ
。

Toms Press VOL.5
,

Toms Press VOL.5
,

・位置検索要求
・位置検索結果
 （緯度・経度）

・位置検索要求
・位置検索結果
 （緯度・経度）

・利用者管理
・位置情報の配信

検索ソフト

GPS携帯電話

「GPSサーチ」
起動

位置情報付加

携帯電話網

インターネット／
ダイヤルアップ

携帯電話
基地局

携帯電話
基地局

GPS衛星

ロケーション
位置情報センター

フレームリレー網
顧客
DB

地図
DB

こんな展開は考えていなかった

「たとえば人の脳はどのように文字を認識して

いるか、人の顔をどのように判別しているかなど

……私が１０年以上取り組んできた脳の理論

的な研究は、なかなか実用的に生かしにくい研

究です。しかし今回の情報圧縮技術開発では

非常にうまく生かせました。こんなふうに研究

の蓄積を社会に還元できるとは、自分にとって

予想外の展開でしたが、研究が形ある成果に

なるのはうれしく、そしておもしろいですね」

技術の橋渡しを続けていく

「システムを開発して実際に製品化するまでには、さらに

５年ほど必要だといわれます。私たちとしては開発した技

術を企業に渡して製品化されるまでに、また次なる技術開

発を着実に進めたい。新たな技術をブランクなく次 と々提

供し続けることで、企業や産業の活性化を支える働きが

できると思います。いわば技術の橋渡し役として、いろい

ろな面で先んじた発想や技術を打ち出し続けたいですね」

陰極

ガラス基板

陽極

インクジェット材料 絶緑膜

IJPヘッド

ガラス基板

陽極

●GPS携帯電話で観光案内などの情報を簡単に取得できるシステムの仕組み

10cm

注
目
の
産
学
連
携

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

0304
G
P
S
携
帯
電
話
で
の
多
言
語
観
光
案
内
シ
ス
テ
ム
の
開
発

た
ん
 

　
ち
ぇ
ん
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産
業
連
携
に
新
し
い
シ
ー
ン
を
ひ
ら
く
、

文
系
学
部
の
モ
デ
ル
を
富
山
か
ら
発
信
す
る
。

寄
附
講
義
お
よ
び
外
部
講
師
に
よ
る
講
義
の
実
施

さ
ま
ざ
ま
な
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
出
会
う
講
義
。

得
ら
れ
る
の
は
知
識
だ
け
じ
ゃ
な
い
。

経
済
学
部
　
准
教
授
　
　
鈴
木
 

基
史

経
済
学
部
　
准
教
授
　
　
森
口
 

毅
彦

経
済
学
部
　
准
教
授
　
　
岸
本
 

壽
生

経
済
学
部
　
准
教
授
　
　
本
間
 

哲
志

本間 哲志准教授

岸本 壽生准教授

０
０
６
年
秋
、富
山
大
学
と
北
陸
銀
行

に
よ
る
共
同
出
版
の
ニ
ュ
ー
ス
が
、Ｎ
Ｈ

Ｋ
全
国
ニ
ュ
ー
ス
を
は
じ
め
地
方
放
送
各
局
、

ま
た
全
国
・
地
方
の
新
聞
各
紙
を
賑
わ
せ
た
。

寄
附
講
義
を
き
っ
か
け
と
し
た
包
括
的
な
連

携
が
、ひ
と
つ
の
実
を
結
ん
だ
の
だ
。「
そ
れ
ま

で
経
済
学
部
に
は
経
営
分
析
、財
務
分
析
と

い
っ
た
科
目
が
な
く
、北
陸
銀
行
に
蓄
積
さ
れ

た
豊
富
な
実
例
を
生
か
し
て
、一
緒
に
で
き
な

い
だ
ろ
う
か
と
話
を
持
ち
か
け
ま
し
た
」
。
鈴

木
准
教
授
の
提
案
を
北
陸
銀
行
は
快
諾
し
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
き
始
め
た
。
構
成
に
あ
た
っ

た
森
口
准
教
授
は
「
銀
行
と
ペ
ア
で
テ
キ
ス
ト

を
出
す
の
は
、あ
ま
り
例
の

な
い
試
み
で
す
し
、や
る
か

ら
に
は
あ
り
ふ
れ
た
も
の

で
な
い
、独
自
性
に
富
ん
だ

意
義
の
あ
る
も
の
に
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
」
と
語
る
。

わ
か
り
や
す
く
、使
い
や
す

く
、現
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
内
容
に
…
と
、
時
間
を

か
け
構
成
を
検
討
し
た
。

　
完
成
し
た
テ
キ

ス
ト
「
ケ
ー
ス
で
学

ぶ
　
企
業
財
務
分
析
」

は
３
部
構
成
。
第

１
部
で
は
本
学
教

員
が
財
務
分
析
の

基
礎
を
述
べ
、第
２
部
「
企
業
価
値
分
析
」で

は
近
年
財
務
分
析
で
重
視
さ
れ
て
い
る
企
業

価
値
に
つ
い
て
解
説
。
第
３
部
「
総
合
分
析
」

は
北
陸
銀
行
が
担
当
し
、第
１
・
２
部
で
学
ん

だ
こ
と
を
ベ
ー
ス
に
具
体
例
に
基
づ
い
て
詳

細
ま
で
踏
み
込
ん
だ
解
説
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
な
い
実
例
の
豊
富
さ
は
、わ
か

り
や
す
く
実
践
的
と
高
く
評
価
さ
れ
、他

大
学
で
も
テ
キ
ス
ト
に
採
用
さ
れ
た
ほ
か
、

一
般
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
購
入
も
多
い
。
ま
た

北
陸
銀
行
で
は
取
引
先
を
対
象
と
す
る

セ
ミ
ナ
ー
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
利
用
し
、本

学
教
員
が
講
師
を
務
め
る
な
ど
互
い
の
つ

な
が
り
は
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
る
。

　
「
理
工
系
の
産
学
連
携
は
あ
る
が
、文

系
で
も
こ
ん
な
方
法
が
あ
っ
た
の
か
、と
い

う
反
響
が
印
象
的
で
し
た
」
と
鈴
木
准
教

授
。
文
系
学
部
と
産
業
界
の
連
携
の
モ
デ
ル
と

し
て
注
目
す
る
書
評
も
あ
っ
た
。
第
二
弾
は
す

で
に
製
作
進
行
中
。
地
域
へ
、社
会
へ
、

”知
の

還
元

“を
め
ざ
し
て
、独
自
の
連
携
は
続
く
。

済
学
部
で
外
部
講
師
に
よ
る
講
義
が

始
ま
っ
た
の
は
２
０
０
２
年
。
社
会
や

地
域
と
の
連
携
を
進
め
つ
つ
科
目
の
充
実
を

図
ろ
う
と
、そ
の
後
も
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
や

生
命
保
険
会
社
な
ど
か
ら
非
常
勤
講
師
を
招

い
た
ほ
か
、証
券
会
社
や
銀
行
に
よ
る
寄
附
講

義
を
展
開
し
て
き
た
。
今
年
度
は
「
金
融
機

関
論
」「
財
務
分
析
論
」（
北
陸
銀
行
）、「
銀

行
論
」（
富
山
銀
行
）、「
証
券
市
場
論
」（
野

村
証
券
）、「
消
費
者
金
融
考
」（
消
費
者
金
融

サ
ー
ビ
ス
研
究
学
会
）の
寄
附
講
義
が
行
わ
れ

て
い
る
。
事
前
に
講
師
か
ら
提
示
さ
れ
る
講
義

内
容
に
対
し
て
、見
解
や
要
望
な
ど
を
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
。
互
い
の
意
見
交
換
を
欠
か
さ
ず
行

い
、わ
か
り
や
す
く
充
実
し
た
講
義
を
つ
く
り

あ
げ
て
い
る
。
多
様
な
講
義
の
中
で
も
２
０
０

３
年
か
ら
開
講
し
て

い
る
「
消
費
者
金
融

考
」
は
、
消
費
者
金

融
を
テ
ー
マ
に
し
た

正
規
の
講
義
と
し

て
は
全
国
初
の
も
の
。

同
様
の
テ
ー
マ
で
講

義
や
講
演
を
行
う
大
学
が
増
え

て
い
る
が
、消
費
者
金
融
だ
け
を

テ
ー
マ
に
単
位
を
認
定（
２
単
位
）

し
て
い
る
の
は
本
学
の
み
だ
。「
富

大
経
済
学
部
は
経
済
・
経
営
・
法
律
の
３
分
野

を
有
し
て
い
ま
す
。
各
分
野
そ
れ
ぞ
れ
に
消
費

者
金
融
を
め
ぐ
る
問
題
と
接
点
が
あ
り
、多

角
的
な
専
門
家
集
団
で
あ
る
強
み
を
生
か
し

て
企
画
し
ま
し
た
」
と
岸
本
准
教
授
は
語
る
。

学
生
た
ち
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、日
頃

会
う
こ
と
の
な
い
業
界
の
人
や
弁
護
士
な
ど

か
ら
直
接
話
を
聞
き
、消
費
者
金
融
へ
の
認

識
が
変
化
す
る
な
ど
着
実
な
成
果
が
見
ら
れ

る
。

　
本
間
准
教
授
は
「
寄
附
講
義
を
通
し
て
、

人
と
人
が
面
と
向
か
っ
て
話
し
て
こ
そ
伝
わ
る

情
報
が
あ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
。

講
師
の
表
情
や
人
間
性
に
触
れ
た
学
生
た
ち

は
、ネ
ッ
ト
な
ど
で
は

得
ら
れ
な
い
何
か
を

感
じ
と
る
の
だ
。
ま

た
実
践
的
な
面
で
も
、

講
師
か
ら
は
し
ば
し

ば
就
職
に
関
す
る
貴

重
な
助
言
が
あ
る
。一
人
の
社
会
人

と
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
と
し
て
、ま
た
人
生
の
先

輩
と
し
て
…
、寄
付
講
義
は
さ
ま
ざ

ま
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
満
ち
て
い
る
。

２経

（
唐
渡 

広
志
）

Toms Press VOL.5
,

Toms Press VOL.5
,

ひろがる 連携の可能性産
学

「次の共同出版へ向け、今まさに２冊目を執筆中です。学生が理解できるだけでなく、

誰でも手に取りやすいものにするには、難しいことをいかにわかりやすく書くかが知

恵の出しどころ。日々学生と接している私たちは、もっとカンタンに！と繰り返しお願い

し、銀行の方に『ここまでやって大丈夫？』と心配されるくらい（笑）……課題はいろ

いろ尽きないのですが、今年度中の出版をめざします」（鈴木准教授：談）

あえて“考”にこだわった

「消費者金融考では講義後の冬休み中に、学

生から業界団体などの講師へ質問を提出して

もらいます。休み明けには、私たちも加わった講

師陣があらゆる疑問に答える双方向型の講義

を行っています。講師が一方的に話すのでは

なく、学生の疑問を受け止めて答えるスタイル

を大切にしたいという意図を伝えるため、講義

名も消費者金融“論”とはせず、あえて消費者

金融“考”にこだわりました」（岸本准教授：談）
「 ケースで学ぶ企業財務分析」は書店・インターネットで発売中（￥2,625）

寄附講義

寄附講義

もっともっとカンタンに

注
目
の
産
学
連
携

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

0506
「
ケ
ー
ス
で
学
ぶ
 

企
業
財
務
分
析
」
の
共
同
出
版

巻頭特集●

森口 毅彦准教授

鈴木 基史准教授
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異文化の扉をノックしませんか？

世界に出会い、

自分を育てよう。

Toms Press VOL.5
,

Toms Press VOL.5
,

 Tom's   クローズアップ 世界とつながる富山大学

富山大学留学生センター

　富山大学では世界各国の留学生たちが学び、一方で海外留学を希望する

日本人学生も増えている。異文化の中に身を置いて初めて気づき、知り、学ぶ

ことの大きさは計り知れない。

　もっと世界を見たい、自分を羽ばたかせたい……そんな思いをかなえる留学

の“ヒント”と“ホント”を留学生センターの出原節子准教授に聞いてみた。

インタビュー

富山大学留学生センター  准教授　出原 節子

富山大学留学生センター
〒930-8555 富山市五福3190番地
TEL＆FAX 076-445-6106  
URL:http://www.isc.u-toyama.ac.jp/

留
学
生
セ
ン
タ
ー
の
目
的
と

活
動
は
？

学
生
セ
ン
タ
ー
は
、文
部
科
学

省（
旧
文
部
省
）か
ら
配
置
さ

れ
る
国
費
外
国
人
留
学
生
の
予
備

教
育
機
関
と
し
て
、国
立
大
学
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
富
山
大
学
に
は
、

１
９
９
９
年
４
月
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
文
部
科
学
省
か
ら
富
山
大
学
に

配
置
さ
れ
た
留
学
生
は
、ま
ず
当
セ

ン
タ
ー
に
６
か
月
間
所
属
し
、日
本

語
研
修
コ
ー
ス
で
学
び
ま
す
。
セ
ン

タ
ー
教
員
は
、彼
／
彼
女
ら
に
対
し
て
日
本
語
・

日
本
事
情
教
育
を
は
じ
め
、生
活
面
の
指
導

や
助
言
、修
学
上
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
サ
ポ
ー
ト

を
し
ま
す
。コ
ー
ス
修
了
後
、留
学
生
は
大
学

院
生
や
研
究
生
等
と
し
て
専
門
の
研
究
を
し

ま
す
。
留
学
生
セ
ン
タ
ー
で
は
、セ
ン
タ
ー
所
属

の
学
生
の
み
な
ら
ず
、全
学
の
留
学
生
を
対

象
に
様
々
な
日
本
語
コ
ー
ス
を
開
講
し
て
、日

本
で
学
び
暮
ら
す
た
め
に
必
要
な
細
や
か
な

ケ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
本
人
学
生
の
た

め
の
活
動
は
？

　
海
外
留
学
を
希
望
す
る

学
生
の
相
談
に
の
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
度（
'０６
年
４
月
〜

'０７
年
３
月
）
は

１９
名
か
ら

相
談
を
受
け
ま
し
た
。
留

学
と
い
っ
て
も
千
差
万
別
。

ど
こ
へ
、
い
つ
行
く
か
？
 

期
間
は
？
 

何
を
す
る
た

め
に
？
 

な
ど
を
詳
し
く

聞
き
、
希
望
や
目
的
に
応

じ
て
助
言
し
ま
す
。
多
く
の
学
生
が
ま
ず
直

面
す
る
の
が
、経
済
的
な
問
題
。
費
用
が
足
り

な
い
、親
に
負
担
を
か
け
た
く
な
い
な
ど
の
理

由
で
、留
学
を
先
延
ば
し
に
し
た
り
、あ
き
ら

め
る
学
生
も
い
ま
す
。
最
近
は
１
年
生
か
ら
の

相
談
が
増
え
て
い
ま
す
が
、や
は
り
早
く
留
学

し
た
方
が
、そ
の
後
の
学
業
や
人
生
に
経
験

を
生
か
せ
、職
業
な
ど
の
選
択
肢
も
広
が
り

ま
す
。
今
後
、本
学
独
自
に
留
学
支
援
基
金

な
ど
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。
留
学
し
た
い
学
生
に
無
利
子
で
貸
付
け
、

帰
国
後
に
毎
月
少
し
ず
つ
返
還
で
き
る
し
く

み
が
あ
れ
ば
、よ
り
多
く
の
学
生
が
希
望
を
か

な
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

留
学
の
心
が
ま
え
は
？

　
留
学
は
知
ら
な
い
お
宅
に
好
意
で
招
き
入

れ
て
も
ら
う
よ
う
な
も
の
。
そ
の
家
の
ル
ー
ル

や
秩
序
は
守
り
、わ
か
ら
な
い
こ
と
は
素
直
に

聞
く
と
い
っ
た
、留
学
の
本
質
を
し
っ
か
り
踏

ま
え
て
く
だ
さ
い
。そ
し
て「
日
本
の
常
識
は
、

世
界
の
非
常
識
」
と
肝
に
命
じ
る
こ
と
。
日
本

人
が
無
意
識
に
と
る
行
動
が
、時
に
は
命
の
危

険
さ
え
招
き
ま
す
。
そ

ん
な
事
態
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
に
、
外
国
で
の

実
生
活
に
即
し
た
異
文

化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要

だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

事
前
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
せ

ず
に
異
文
化
に
飛
び
込

ん
で
無
事
に
帰
る
こ
と
は
、

実
は

”奇
跡

“と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
の
で
す
。

実
り
あ
る
留
学
に
大
切
な
の
は
？

　
ま
ず
留
学
し
た
い
思
い
が
あ
る
な
ら
、ぜ
ひ

行
っ
て
ほ
し
い
。
留
学
に
よ
っ
て
人
生
が
変
わ
っ

た
学
生
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。そ
し
て
旅
立
つ
前

に
は

”日
本
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

“を

鍛
え
る
こ
と
。
た
と
え
ば
日
本
の
人
口
や
面
積

を
聞
か
れ
て
、お
お
よ
そ
で
も
答
え
ら
れ
ま
す

か
？
自
分
が
学
ん
で
い
る
こ
と
、学
び
た
い
こ

と
に
つ
い
て
語
れ
ま
す
か
？
留
学
先
で
問
わ
れ

る
の
は
言
葉
の
上
手
下
手
よ
り
も
、語
り
た
い

こ
と
、伝
え
た
い
こ
と
が
自
分
の
中
に
あ
る
か

ど
う
か
。
言
葉
は
ツ
ー
ル
の
ひ
と
つ
で
す
。
そ
の

ツ
ー
ル
を
使
っ
て
、自
分
は
何
を
す
る
の
か
を

意
識
し
て
異
文
化
に
ふ
れ
て
く
だ
さ
い
。

留

留学生センターには「留学情報資料室」
があり，海外留学に関する様々な雑誌や
書籍，パンフレット，ビデオテープがそろえ
てあります。また，奨学金留学生募集の
案内ポスターなども掲示してあります。情
報資料室は月曜日から金曜日まで（9：00
～17：00）いつでも，誰でも利用できます。

❶夢大学 in Toyama ❷一日家庭

訪問（ホストファミリーと） ❸❹見学

（富山市民俗民芸村） ❺日本文化

体験（華道） ❻異文化交流パーティー 

❼日本文化体験（書道） ❽日本文化

体験（空手）

日本語研修コース「日本事情」授業

日本語課外補講授業風景

日本語研修コース修了式

❶ ❷ ❸

❹ ❺

❻ ❼ ❽

University of Toyama connected with the world

International Student Center, University of Toyama
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留学生がつなぐ 

世界と富山。

Toms Press VOL.5
,

Toms Press VOL.5
,

（
林
　
夏
生 

）

留学は、「思いがけない出会い」の連続。

留学先の国の人々はもちろん、世界中の国々から集まった

数多くの留学生たちとの出会いもある。

つまり、留学するということは、世界と出会うこと。

留学という経験の魅力は、簡単に語り尽くすことができない。

そして、ここ富山大学でも世界各国の留学生たちが学ぶ。

彼らとの交流もまた、世界と出会うことにつながっている。

ー
レ
イ
州
立
大
学
は
ア
メ
リ
カ
の
中
東
部
、

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
に
あ
り
、学
生
は
大
学
院

と
あ
わ
せ
て
約
１
万
人
、専
攻
数
は
文
系
理
系
あ

わ
せ
て

７０
以
上
で
、様
々
な
学
問
が
広
く
学
べ
る

典
型
的
な
ア
メ
リ
カ
の
大
学
ス
タ
イ
ル
で
す
。

　
私
が
参
加
し
た
の
は
、主
に
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ド
ミ

ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
専
攻
の
学

生
た
ち
と
同
じ
授
業
で
し
た
。
授
業
に
は
専
門
性

や
難
し
さ
の
レ
ベ
ル
が
一
目
で
わ
か
る
番
号
が
つ
け

ら
れ
て
い
て
、概
論
や
入
門
な
ど
の
１
０
０
番
台
か

ら
、ゼ
ミ
の
よ
う
な
研
究
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
６
０

０
番
台
の
も
の
ま
で
あ
り
ま
す
。

　
居
住
形
態
に
つ
い
て
は
学
生
寮
と
学
生
ア
パ
ー

ト
の
２
種
類
で
し
た
が
、私
が
選
ん
だ
の
は
学
生

寮
で
す
。
寮
主
催
の
イ
ベ
ン

ト
が
毎
週
あ
っ
て
友
達
も
す

ぐ
に
で
き
た
し
、各
階
に
リ

ー
ダ
ー
が
い
て
困
っ
た
時
に
は

い
つ
で
も
相
談
に
の
っ
て
も
ら

え
ま
す
。
ま
た
、
皆
さ
ん
が

気
に
な
る
英
語
力
で
す
が
、

ポ
イ
ン
ト
は「
ま
ず
遊
ぶ
こ
と
」。

つ
ま
り
会
話
の
機
会
を
多
く
持
つ
こ
と
で
す
ね
。

生
の
英
語
を
学
ぶ

に
は
、
と
に
か
く

友
達
を
作
っ
て
話

す
こ
と
で
す
。

　
留
学
は
私
に
と
っ
て「
自
分
へ
の
挑
戦
」で
し
た
。

ま
た
、留
学
は
「
準
備
↓
実
践
↓
継
続
」の
３
つ
が

揃
っ
て
初
め
て
成
功
だ
と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
す
。

た
だ
し
、何
を
も
っ
て
成
功
と
す
る
か
は
、一
人
ひ

と
り
の
考
え
方
次
第
。
充
実
し
た
留
学
生
活
を

送
れ
る
か
ど
う
か
は
、す
べ
て
自
分
次
第
だ
と
思

い
ま
す
。

　
留
学
し
て
良
か
っ
た
こ
と
は
、さ
ま
ざ
ま
な
国

出
身
の
多
く
の
友
人
を
得
た
こ
と
、ま
た
彼
ら
と

の
交
流
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
文
化
や
価
値

観
を
理
解
で
き
た
こ
と
で
す
。
振
り
返
る
と
、私

は
ア
メ
リ
カ
で
世
界
中
の
人
た

ち
と
出
会
い
、日
本
に
い
る
だ
け

で
は
経
験
で
き
な
い
か
け
が
え

の
な
い
も
の
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
、
富
山

大
学
の
制
度
を
フ
ル
に
活
か
し
て
、

今
し
か
で
き
な
い
経
験
を
し
て

く
だ
さ
い
。

術
が
発
達
し
て
い
る
豊
か
な
国
、日
本
。そ

の
技
術
を
ぜ
ひ
学
び
た
い
と
思
っ
て
日
本

に
来
ま
し
た
。
日
本
の
大
学
の
中
で
特
に
富
山
大

学
工
学
部
を
選
ん
だ
の
は
、兄
も
１
９
９
７
年
か

ら
留
学
し
て
い
た
か
ら
で
す
。

　
富
山
の
こ
と
は
兄
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
聞
い
て
い
ま

し
た
が
、自
然
が
豊
か
で
と
て
も
魅
力
的
。
自
分

は
雪
も
好
き
だ
し
、春
に
は
み
ん
な
で
花
見
を
し

な
が
ら
お
弁
当
を
食
べ
る
の
も
楽
し
い
で
す
ね
。

　
大
学
で
は
、ベ
ト
ナ
ム
人
留
学
生
と
日
本
人
学

生
で
交
流
サ
ー
ク
ル
を
作
っ
て
い
ま
す
。
学
園
祭
で

は
ベ
ト
ナ
ム
料
理
の
屋
台
を
出
し
ま
し
た
。
生
春

巻
も
フ
ォ
ー
も
、大
好
評
で
し
た
よ
。
ま
た
、学
内

の
活
動
だ
け
で
な
く
、氷
見
の
ユ
ネ
ス
コ
協
会
に
招

か
れ
て
、子
ど
も
た
ち
に
ベ
ト
ナ
ム
を
紹
介
し
た
り
、

ベ
ト
ナ
ム
の
遊
び
を
教
え

て
一
緒
に
楽
し
む
機
会
も

あ
り
ま
し
た
。こ
の
ほ
か
、

県
内
の
高
校
に
出
か
け
、

ゲ
ー
ム
形
式
で
簡
単
な
ベ

ト
ナ
ム
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
体
験
し
て
も

ら
っ
た
り
、入
善
に
あ
る
高
齢

者
の
異
文
化
交
流
サ
ー
ク
ル

の
活
動
に
参
加
し
た
り
と
さ

ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
て
い
ま
す
。
富
山
に
は
、

ベ
ト
ナ
ム
の
こ
と
を
も
っ
と
知

り
た
い
、学
び
た
い
と
い
う
人

が
多
く
て
、と
て
も
う
れ
し
い

で
す
。
だ
か
ら
、自
分
も
ベ
ト

ナ
ム
と
富
山
、ベ
ト
ナ
ム
と
日
本
の
交
流
に
少
し
で

も
貢
献
で
き
た
ら
、と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、留
学
生
に
は
や
は
り
言
葉
の
壁
が
あ
る

の
で
、日
本
人
と
同
じ
よ
う
に
授
業
を
受
け
る
の

は
な
か
な
か
大
変
な
こ
と
も
多
い
で
す
。ア
ジ
ア

か
ら
の
留
学
生
は
、顔
だ
け
見
て
も
日
本
人
か
ど

う
か
わ
か
り
に
く
い
た
め
、も
し
か
し
た
ら
先
生

は
、受
講
生
が
み
ん
な
日
本
人
だ
と
思
っ
て
講
義

し
て
い
る
の
か
な
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
留
学
生
た
ち
が
安
心

し
て
多
く
の
こ
と
を
学
べ
る
よ
う
に
、先
生
方
や

先
輩
方
と
協
力
し
な
が
ら
、い
っ
し
ょ
に
が
ん
ば
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

マ技

■富山大学と協定のある大学

■大学間学生交流の実績

ベトナム日　本

　富山大学では、長い年月をかけて、海外の数多くの大学や

研究所等との間で国際交流をすすめ、交流協定を結んできた。

　中でも環日本海地域（中国、韓国、ロシア）との交流は、従

来から協定のある大学等が多いことに加えて、富山大学がこ

れらの地域から受け入れた留学生、および富山大学から派遣

された留学生も相当数にのぼっており、活発な交流が行われ

ている（表参照）。

　近年では、環日本海地域以外の大学等との交流も急速に

進んでいる。たとえば2007年現在、富山大学全体が海外の

大学や研究所等との間で結んでいる協定は合計84に達し、

交流先は東アジアから東南アジア・南アジア、オセアニア、

ヨーロッパ、北米・南米からアフリカ大陸まで、今や世界5大

陸すべてにわたって広がっている（図参照）。

NGUYEN・THANH・DANG

工学部電気電子システム工学科　４年生

ベトナム出身

2001年10月　来日

2003年  ４月　富山大学工学部に入学

小 野 　 由 葵

人文学部国際文化学科　４年生

2006年８月から2007年７月まで、

マーレイ州立大学（アメリカ）に留学

充
実
す
る
か
ど
う
か
は
、
自
分
次
第
。

ベ
ト
ナ
ム
と
富
山
、
日
本
と
の
交
流
を
深
め
た
い
。

グ ェ ン  　  タ ン  　  ダ ン

アメリカ

ロ シ ア

中　　国

韓　　国

タ　　イ

1�

6�

50�

37�

3

9�

13�

22�

10�

0

受 入 派 遣

アメリカ合衆国 日　本

お の  ゆ き

体 験 談留 学

 Tom's   クローズアップ 世界とつながる富山大学

University of Toyama connected with the world

（平成13年度～平成18年度）
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階段などで息切れを感じることはありませんか？
慢性閉塞性肺疾患（ＣOＰD）

H e l l o

足達 隼人
京都府立亀岡高等学校

平成18年3月 富山大学大学院理工学研究科物理学専攻 修了

若林 雅行
株式会社スギヨ　開発本部　研究開発部

平成16年3月　富山大学大学院理工学研究科生物学専攻 修了

「ゆめのなる樹」 「夢いっぱいの空・飛び出せ動物」

薬箱Toms, ハロー先輩

学
内
探
訪

モ
ザ
イ
ク
壁
画  

〜
附
属
学
園
内
〜

大切にしてください。

自ら課題を見つける姿勢を！

学生時代に学んだことは、

就職後もきっと役立ちます！

　
私
の
勤
務
し
て
い
る
株
式
会
社
ス
ギ
ヨ
は
「
か

に
風
味
か
ま
ぼ
こ
」の
フ
ァ
ン
ダ
ー
で
あ
り
、非
常

に
高
い
技
術
力
を
有
す
る
加
工
食
品
メ
ー
カ
ー
で

す
。
最
近
で
は
、高
級
カ
ニ
か
ま
「
香
り
箱
」
を
開

発
し
、ス
ポ
ー
ツ
及
び
農
林
水
産
業
の
振
興
の
た

め
、特
に
業
績
の
あ
っ
た
最
優
秀
者
に
対
し
て
授

与
さ
れ
る
天
皇
杯
を
受
賞
す
る
な
ど
、開
発
型

企
業
と
し
て
、そ
の
高
い
技
術
力
と
可
能
性
を
内

外
に
示
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
企
業
風
土
の
中
、現
在
私
は
開
発
本

部
研
究
開
発
部
に
配
属
さ
れ
、練
り
製
品
の
開

発
を
は
じ
め
、未
利
用
資
源
の
発
掘
や
加
工
・
機

能
評
価
等
の
研
究
開
発
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
学
生
時
代
、
理
学
部
に
在
籍
し
、
大
学

院
ま
で
進
学
し
た
の
で
す
が
、今
の
仕
事
に
必
要

で
あ
る
食
品
工
学
な
ど
の
知
識
と
い
っ
た
も
の
の

多
く
は
、就
職
後
身
に
つ
け
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

よ
く
「
学
生
時
代
に
学
ん
だ
も
の
は
就
職
し
た

後
、特
に
活
か
さ
れ
な
い
!?
」
と
い
っ
た
話
を
聞
き

ま
す
が
、私
は
学
生
時
代
に
学
ん
だ
こ
と（
身
に

付
い
た
も
の
）が
、仕
事
は
も
ち
ろ
ん
様
々
な
場

面
で
非
常
に
役
立
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

確
か
に
、知
識
な
ど
が
直
接
役
立
つ
こ
と
は
少
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、学
問
や
研
究
活
動
に
対
す
る
ア
プ
ロ

ー
チ
の
仕
方
や
姿
勢
と
い
っ
た
も
の
は
就
職
後
、

仕
事
を
進
め
て
行
く
上
で
非
常
に
重
要
で
す
。

ま
た
、仕
事
は
決
し
て
自
分
一
人
で
行
え
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、新
商
品
を
開
発
す

る
場
合
で
も
、開
発
段
階
か
ら
製
品
化
、お
客
様

の
手
に
届
く
ま
で
に
は
様
々
な
人
と
の
連
携
が

重
要
で
す
。
円
滑
で
豊
か
な
人
間
関
係
が
あ
っ
て
、

初
め
て
良
い
商
品
が
生
ま
れ
ま
す
。
仕
事
を
は

じ
め
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
お
い
て
も
、学
生
時
代
に

築
い
た
人
間
関
係
が
、思
い
も
よ
ら
な
い
場
面
で

自
分
の
助
け
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
在
学
生
の
み
な
さ
ん
は
、様
々
な
こ
と
を
経
験

す
る
こ
と
が
で
き
る
時
期
で
す
。
勉
強
や
サ
ー
ク

ル
・
課
外
活
動
な
ど
の
人
間
関
係
、是
非
い
ろ
ん

な
こ
と
に
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
自
ら
挑
戦

し
て
感
じ
た
こ
と
や
学
ん
だ
こ
と
は
、き
っ
と
意

外
な
形
で
活
か
さ
れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
か
く
い
う
私
も
毎
日
が
勉
強
の
日
々
で
す
。
学

生
時
代
は
学
び
方
を
学
ん
だ
時
間
。
そ
れ
を
活

か
し
て
、様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
き
、社
会
に

貢
献
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
人
間
発
達
科
学
部
の
附
属
学
園
内
に
、い
く
つ
か
の
モ
ザ
イ
ク
壁
画

が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
？

　
写
真
左
は
、正
面
玄
関
横
に
あ
る
壁
画
「
ゆ
め
の
な
る
樹
」で
、附

属
幼
稚
園
の
創
立
１
１
０
周
年
を
記
念
し
て
平
成

１０
年
３
月
に
完
成

し
ま
し
た
。
ま
た
、写
真
右
は
、通
用
門
の
壁
画
「
夢
い
っ
ぱ
い
の
空
・
飛

び
出
せ
動
物
」で
、第

９９
回
修
了（
卒
園
）を
記
念
し
て
平
成

１２
年
３

月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
壁
画
は
、教
育
学

部
美
術
教
育
専
攻
の
丹
羽
教

授（
現
・
芸
術
文
化
学
部
教
授
）

と
、附
属
幼
稚
園
の
園
児
た
ち
、

そ
し
て
教
育
学
部
の
学
生
た

ち
が
共
同
で
作
っ
た
壁
画
で
す
。

丹
羽
教
授
は
中
世
以
来
の
モ

ザ
イ
ク
画
や
フ
レ
ス
コ
画
を
専

門
と
し
て
い
て
、そ
の
指
導
の

も
と
に
園
児
と
学
生
が
大
理

石
や
色
ガ
ラ
ス
な
ど
を
て
い
ね

い
に
貼
り
付
け
な
が
ら
制
作

し
ま
し
た
。
ま
さ

に
子
ど
も
た
ち

と
学
生
の
熱
意

と
根
気
の
証
と

も
い
え
る
傑
作
で

す
。
附
属
学
園
を

訪
れ
た
際
に
は
、

ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

（
小
林
　
真
）

　慢性閉塞性肺疾患とは、息をする時に空気の通り道になる「気

道」に障害が起こって、ゆっくりと呼吸機能が低下する病気です。

以前は「肺気腫」や「慢性気管支炎」とされていた病気を、まと

めて「慢性閉塞性肺疾患」と呼ぶようになりました。英語の

Chronic Obstructive Pulmonary Diseaseの頭文字から、

最近はＣOＰDと呼ばれることが多くなりました。

　日本でのＣOＰD死亡数は年々増加しており、厚生労働省の統

計によると、2005年に14,416人（全死亡数の1.3％）がＣOＰ

Dにより死亡し、死亡原因の10位、男性に限ると７位を占めてい

ます。2001年に発表された疫学調査では、日本には約530万

人のＣOＰD患者がいると推計され、有病率は40歳以上が8.5

％と高いことがわかりました。最大原因は喫煙で、ＣOＰD患者の

90％は喫煙者です。また、喫煙者の

約10～15％がＣOＰDを発症する

とされています。主な症状は、せき・

たん・息切れですが、軽症の患者さ

んの場合、普段は無症状で、階段の

昇り降りなど体を動かした時のみに

息切れを感じます。

　ＣOＰDは長期間の喫煙歴とスパイロメーターという器械を使

った簡単な呼吸機能検査を行い、息を深く吸い込んでから思い

きり息を吐き出した時、最初の１秒間で吐き出せる息の量（１秒量）

の努力性肺活量に占める割合（１秒率）の低下（70％未満）によ

り診断します。

　ＣOＰDの治療の基本は「禁煙」です。軽症のＣOＰDの場合、「禁

煙」以外に特別な治療をしない場合もありますが、軽く考えて喫

煙を続けていると呼吸機能は確実に悪化します。タバコへの依

存が強い人はニコチンパッチやニコチンガムなどのニコチン代

替療法によって、確実に禁煙が必要です。ＣOＰDの患者さんの

呼吸機能の経年的減少率は禁煙2年以内に非喫煙者の減少率と

ほぼ同じになることがわかっています。ＣOＰDで苦しまないた

めには、かかる前の予防（＝禁煙）が一番です。そのうえで定期

的に呼吸機能検査を受けてできるだけ早期に発見し、正しい治

療を受けて悪化を食い止めることが肝心です。

富山大学附属病院　第一内科

診療教授　丸山 宗治

●ＣOＰD患者の喫煙者の割合

90％

喫煙者
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『
毎
日
が
楽
し
い
で
す
か
？
充
実
し
て
い
ま
す
か
？
』

　
私
が
教
員
と
し
て
新
規
採
用
さ
れ
て
早
３
ヶ

月
が
経
ち
ま
し
た
。
今
、私
が
文
頭
の
質
問
に
答

え
る
と
す
る
な
ら
ば
、答
え
は
『
Ｙ
ｅ
ｓ
』
で
す
。

教
師
と
し
て
日
々
生
徒
と
接
す
る
こ
と
は
毎
日
が

新
鮮
で
、楽
し
く
充
実
し
た
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、次
の
質
問
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
『
毎

日
が
満
足
し
て
い
ま
す
か
？
』

　
残
念
な
が
ら
、私
の
答
え
は
『
Ｎ
ｏ
』で
す
。
確

か
に
こ
の
３
ヶ
月
間
は
毎
日
が
楽
し
く
充
実
し
て

い
ま
し
た
。で
す
が
正
直
な
話
、毎
日
が
失
敗
の

日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
と
て
も
満
足
と
い
え
る
日
々

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
の
自
分
は
ま
だ
ま
だ
未
熟

な
存
在
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、未
熟
だ
か
ら

こ
そ
自
ら
の
教
育
観
を
し
っ
か
り
持
っ
て
、高
い
志

と
強
い
使
命
感
を
も
っ
て
日
々
努
力
し
て
い
く
こ

と
が
今
の
私
の
目
標
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
教
師
の
仕
事
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。日
々

の
授
業
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、モ
ラ
ル
や
マ
ナ
ー
を

伝
え
る
生
徒
指
導
や
生
徒
の
自
主
的
活
動
を
支

え
る
部
活
動
指
導
、意
外
と
多
く
の
割
合
を
占

め
て
い
る
学
校
運
営
に
関
わ
る
仕
事
、悩
み
を
も

っ
て
い
る
生
徒
の
相
談
相
手
な
ど
数
え
上
げ
れ
ば

キ
リ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
大
切
な
こ
と
は

「
自
ら
課
題
を
見
つ
け
る
姿
勢
」
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
が
教
師
を
目
指
す
き
っ
か
け
は
家
庭
教
師

で
し
た
。一
人
の
悩
み
を
持
っ
た
生
徒
と
の
出
会
い

が
私
に
教
師
と
い
う
道
を
発
見
さ
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
は
「
自
ら
課
題
を
見
つ
け
る
姿

勢
」
を
忘
れ
ず
に
、そ
こ
か
ら
学
ん
だ
大
切
な
こ

と
を
そ
の
生
徒
に
伝
え
て
き
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

生
徒
だ
け
で
な
く
自
分
自
身
も
少
し
ず
つ
成
長

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
教
育
は
進
化
す
る
も
の
で

あ
り
、教
師
も
生
徒
も
と
も
に
成
長
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
今
、私
は
現
状
に
満
足
せ
ず
常

に
向
上
心
を
も
っ
て
さ
ら
に
成
長
し
た
い
と
い
う

強
い
想
い
を
胸
に
秘
め
て
い
ま
す
。
学
生
時
代
に

学
ん
だ
「
自
ら
課
題
を
見
つ
け
る
姿
勢
」の
大
切

さ
と
、そ
れ
を
活
か
し
て
得
た
経
験
を
忘
れ
ず
に

こ
れ
か
ら
の
日
々
を
送
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
学
生
の
皆
さ
ん
、学
生
時
代
に
は
多
く
の
時
間

が
あ
り
ま
す
。
毎
日
が
楽
し
く
充
実
し
て
い
る
と

い
う
方
、そ
れ
だ
け
で
満
足
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

今
の
生
活
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、自
ら
課
題
を

見
つ
け
、常
に
目
標
と
向
上
心
を
も
っ
て
大
切
な

時
間
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。
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　この学生作品は、芸術文化学部全教員（54名）の研究室前壁面に取り付け、通りかかる

学生とのコミュニケーションを図るために制作した箱です。正面のアクリル板を上方に

スライドさせ、心動かされた小物等を入れることができます。また、背板の合板には薄い

ブリキ板が積層されていて、マグネットで写真やDM等を止めることもできます。

　平成18年のクリスマスには、「ささやかな幸せ」をテーマとして各教員が思い思いのも

のをディスプレーし、TUMAMA-HALLにて「ボックスアート展」を開催しました。この企

画に合わせて制作した会場中央の巨大リース、イルミネーションデザインは文化マネジメ

ントの学生の手によるものでした。この企画は今後も継続していく予定です。（小松 研治）

　今号で特集した「産学連携」と「留学」は、大学と企業、日本と海外という「壁」を飛び越えて可能性を実現できる貴重なチャンス、

という点でよく似ています。しかし、選択肢が多様であるほど、また選択に自由が許されているほどに、自分が最も必要とする仲間

や場所を見いだすことは容易ではなく、自由の中で「迷い」ばかりが深まることもあるでしょう。

　県内３大学の統合により、新しい富山大学は日本海側地域でも有数の、多様な研究者・教育研究分野を有する大学になりました。

また、富山大学と研究者や学生の交流により結びついている海外の大学・研究機関等も、すでに世界中へと広がっています。このよ

うに、日々広がる可能性を大学の内外にわかりやすく示し、多くの皆様に存分に「迷える自由」を味わっていただけるようにするこ

とも、今後の大学広報における重要な使命のひとつかも知れません。

　顧みれば、新しい富山大学とともに誕生した Tom's Press の最初の１年間もまた「迷える自由」に満ちたものでした。語り尽く

せぬ多様な魅力をどう伝えればよいのか、その迷いと試行錯誤の中で度々刊行が遅れ皆さんをお待たせしましたことは、ひとえに

主査である私の責任によるものです。この場を借りて深くお詫び申し上げます。

　これからも Tom's Press が大学の中や外にある「壁」を越え、人と人、「知りたい」と「伝えたい」を結びつける広報誌でありつづ

けるためには、読者の皆様からお寄せいただくご意見・ご要望が何よりの手がかりです。ほんの一言のご感想でも、どうか遠慮なく

広報室までお知らせください。一同、心よりお待ち申し上げております！　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　（林 夏生）
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